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コロナ対策の検温システム

幼保小中高等学校などの教育機関・スポーツ施設・各種塾など

リアルタイム測定システム

製造元株式会社ソフトケン
〒400-0113 山梨県甲斐市富竹新田802-2

電話:055-279-3701

mail:sales@softken.com

特許出願中
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発熱は、感染症や腫瘍、炎症などにより起こります。一般に、37.5度以上の場合は、発熱とみなします。ただし、症状には個人差があります
ので、平熱とあわせてご判断してください。発熱が認められる場合は、毎日体温を測定し、体温と時間を記録してください

問２ 発熱の継続はどのように確認すればいいですか。

抜粋



①幼稚園や低学年は先生が検温して回ります

※ バーコードの読込で「出席」が管理出来ます。

バーコードリーダー

出席状態・検温値などは、
校内パソコンへアップします。



②中・高学年は保健委員が検温して回ります

バーコードリーダー

検温器

ソーシャルディスタンス（１．８M）

出席状態・検温値などは、
校内パソコンへアップします。



③中高学年や中学生は生徒自身が検温します

使用後の検温器の消毒は、各自で実施します



④修学旅行で集合状況を管理します

集合状況（時刻）が管理できます

ソーシャルディスタンス（１．８M）



⑤ 集合状況が管理できます

※ 集合状況はメールで先生に届きます

メール送信先

引率先生
学校
父兄

・
・

メール内容

集合時刻
集合場所
氏名

・
・



集合状況

クラウド
⑥ 情報伝達（例）

クラス名簿をデータベースにします

クラス名簿のデータベースへの入力は弊社で行います
（データ集計システム）

メール内容

集合場所
集合時刻
氏名

・
・



⑦ プール授業の検温など

検温＋出席確認

検温器

バーコードリーダー

出席状態・検温値などは、
校内パソコンへアップします。



（資料①）

https://www.katoiin.info/blog/2020/04/post-86-728961.html
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https://gemmed.ghc-j.com/?p=32456

（資料②）
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（システム構成例）
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